
日本海溝陸側斜面における底層流・濁度の

変動特性

満部　巨彦＊I　門馬 大和＊1　宮本　 元行゛2 青木　美澄*3

海宝　 由佳゛1　堀内　一穂“

日本海 海陸剽斜 而にお け る海洳 ’111亅二及 ぴ近傍の流 れの特ｔ 及び海底堆積 物の移動 の特性 を

把握す るこ とを 目的 とし て. 1994 年 ～1995 年にかけ て。宮 古及 び八戸沖 の洶湧 陸劃斜 而にお

いてSC通Xt･に より硝成 され た1系留 系によ る観測を実 施した。

係留系 は，宮 古沖 の水深MOem の 海暖上50m に275 日闢。 八戸 沖の水深4,加Om の海域 直

上ｌｍ と湖 底 上35m に20 FIll』扱１ さ れた。 これら 観 測によ り，以 下の詁製が 得られた。

|） 梅 榊随剛斜 面両 底lil（上にお い ても深 騒西岸境 界流 とし て海溝 紬に汾 った南南西 方向 の定

常 的な流 れが存在 している ことが確 かめられ た。 その 平均流 魂は3- ７ｃｍyｓｏＱ 吸 大禰ｉ は15-

20cm/sec であ る。

2） 寓 古沖に おい てはMI 潮に 一栽 する滷 迴変動が 卓越してい た。

3） 海 底に設 凧さ れ たビ デオ カメラに より，海 底の堆積 物が剥離 さ れる 様子 が抽え ら れた。

海 唯にお け る淘度lj 平均0.59ppm で。 流 れと 淘度より1 11 当 たりl ㎡の鉛111断 而を莉 して 約

3.5㎏ の 堆碵物・ 懸洞物が 洵満蚰に 沿 。て南 南酉に移 動してい ることが見讒ら れた。
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In  ihe deep  sea area of Jaiwn  Tiunch.  located about  150km  cast from  northern  Honshu,

one  observes  southward  flow  on  the  mn ≪r slopo and  the  northward  How  on  ihe ouier

slope.

In  1994 and  1990. moorings  were  deployed  ai llie floor of Japan  Trench  Inner Slow  off
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Miyako  and Hachinohe. One  mowing  deploy&d for 275 days at depth of about 5.800m

and  another mooring deployed for 20 days at depth o( about 1200m,

Observations  showed :

1) Deep western-boundary  current is observed such as SSW-war<l  ilo＼v along the

trench axis above  the inner slope of Jap^n  Trench  ; mean  speed is 3-7cm/see  and

ma.xlmum  speed is 15-20cm/soc.

2) Current changes depend mainly on the M? tide.

3} A video camera equipped in a mooring system shows  sediments re-suspended by the

bottom  current with mean  concentrations of sediment 0.5&ppm, yielding estimated iokg

sediments  transport SSWwarrt  per square meters per day

Key  words:Japan  Trench. Deep  Western-boundary  current. Current meter. Turbidity

meter

｜.lj じ め に

日本海溝は，北本州の東側約150km にほぽ南北に遡

なっており，ｔ は北淘遒沖で千島・カ ムチャツカ淘涓

に．南は房総沖で伊豆・小笠原海溝へと続いている． こ

の淘満城の裏哂では，本州から離岸した黒潮が北からの

匐湘と三陸沖で衝突している． また， 本州の沿岸域に

は，津軽桁峡を・ 過 した対馬暖流に起源を持つ沿jl!渣が

i匍下している．この海域については．主には黒潮．親潮

の混合裂象に閥 する観測・モデル実験が多く行われてい

る．海溝の深海域における流れの観測について も．近年

になっていくつかの報告がなされ，その特鮭が明らかと

なりつつある．

海咋科学技術 センターでは，1991 年以 来，「デ ４－

プ ートウカメラ」及び「しんかい65al 」を用いた深淘域

の調在が三陸沖の日 本淘溝を中心に数多く行われてお

り，海底に点在する底釐生物の膿刷流に対する走流性に

着目し，宮占沖の日本海涓の膿椚流は，海別蚰付近を境

に海満淘側斜面において北北東方』司への流れが．海洲随

側斜面では南～lfilli丙方向への流れの存在が報告されて

いる（堀内ほか.1993 ）．また，陸側斜ijでは. 0.2kl を

超え る強い南|;jlきの流れにより，「しんかい6500 」 の洵

底での移動が附難な･S があ. た， という欄告もある．

また, J992-9 がllこかけて米|国Ｎａｖal Research Lab-

０ｒａtｏry のグループによって，常磐沖から房総沖にかlj

での， 深晒流の係留観測が火施され． 常磐洌･の陸側斜mi

にお いては，洶渦幀に沿りた1剌IXgゐ･I>4のｆ 均約0.3-|.6

cnlyｓｅｃの濠層内 岸境界流が観測されている(Hal  lock

gjal.,1995 ）．

しかしながらlj本拘溝における海底lll（l: ・近傍の流れ

の観il）鯏はほとんどない，このため． 海底11･け.の膿層流

Ｘ

の変動特性を調べることを目的として.1994 年10 月 よ

り９か月間，宮占沖の陸側斜面に流向流速計の係留系を

設置した．

また. 199 がIｕ2 月28  Uに八戸沖で発生した「三ll は

るか沖地
ａ 」の余震観測

の一環として． 海糾域の海底il･｛

上の底
ｓ 流及び

それに起囚する両度の変動特性を調べ．

震源域における海底の変動現象及び海底環境を把握する

ことを月的 とし， 流』;I】流通al･・両度計等からなる係留系

を海底釉aiil･と共に1995 年 ３月に約20HI 川毅rl した．

２．鰉　　 澗

この海峨における雌層硫の観測は災なる２つの係留系

により行われた。 収測の月的が，長期闘の底廻流変助の

観測，「三陸はるか洌l地雀」の余震に関迎する海膿の変

勁現象の観測と異なるため，係研系の鎬成及び設ｉ 期間

が異な・ている。 係留系は，ISI I に示すように宮lll‘沖及

び八戸沖の海溝陸朗ま1面上に扱ｉ された。

長潮|司の深層流の変動を観測するための係留系は，２

台の渣|;･』流速jl･(Aandcraa Model ＲＣＭ-8 ）， ガラス球

ブイ及び切離装置付ト ランスポ冫ダ（Bellthos　Model

865）より捐成される。 流速jl･の係留 高度は，海底上約

20  it･と海底L 約50m である。設置期|碣は1994 年10 月

24 1亅～IS5 年７月26 日で。洫i蠢ZIの測定間隔は１時問

紅 と し。 宮 占 沖11 本 晦 溝 阯 側 創 面 水 裸5j05 m

（39°24.85'N. 144 °05,29’E）の地点（Slalion- Ａ）に設

置された。 設置は;･ かいよう卩こより。川収はI･ よこす

か」により火施された。 残念なことに海底,|,:20m に係

留 した流速訐が及水したためデ ータか得られなか
った

が｡27511 鬪 の海雌I:50m （掫度5.755m ）の流1111流通

データかilJられた。
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図 １ 調礎 海域図及 び係留系 設置位凧

Fig, I Map ０１ Japan Trench Inner Slope ａｎｄ positions of

moorings.

｢ 三陸はるか沖地雀｣ の余暖に関連する海底変動を観

測するための係留系は，海唯に蓉底した状態で叶測する

海底設置部と， その上方釣35m に係留された係留部に

より榊|産されている。海底設祠部は旋向流速jl･(アレッ

ク電子(株)ＡＣＭ８Ｍ)， 瑚変計( アレ。ク砿 子(株)ＭＴＢ

１６Ｋ)，水中 ８ｍｍ ビデオカメラ( Ｓｏｎy CCD-V89), 切

離装置付トランスポンダ( Ｂｅｎthoｓ Model 865) ，水巾

ライ ト(Deepsea SL －1010) 及 び 水111パ･，テ り ー

(Dccpsea SB-12/76) が，11{径約48mm の鉄製のパイ

プで組まれた約1,000( Ｗ)XU00( Ｌ)ｘI,500(jl) のオー

プンフレームに組み込まれている。 係留部は流li･1流通31･

( フレック電子(味)ＡＣＭ８Ｍ)， 濁度ZI･( アレ･y クI岷子

(株)ＭＴＢ１６Ｋ) 及びガラ ス球 ブイからな る。 證凶抑丿問

は，1995 年３月４日 から３月24H の約20 日 間で。 八

戸沖の日 本海溝 陸側斜面， 水深4,220m(40 °07.62' N,

143°59.15'Ｅ) の地点 くSlation-B) に設置された。設置

及び回収は，日本サルヴェージ(昧)甬 繝の｢ 着湘丸｣ に

よ り火 施さ れた。 こ の結吸， 海 底111 1こ約lm( 深度

4,219m) の硫向流漣， 濁度， ビデオ映 像が， また， 海

底 上約35m( 濠度4.185  nO の流I>M流速。 濁度， 水温の

変動が得られた。流lal流速， 淘|乢 水温は５分間隔で記

録するように。 また， ビデオカメうは３時|叩 呎こ30 杪

間録叫するように設定した。以後.St ａtｉｏｎ-Ｂ の係留部

(海底1'. 35 m) で得られたデ ータをSlalion-Bl, 淘底

設置部( 海底|：１ｍ) でiliられ たデータをStation-･B2

とぷわす。

?S設置地点における海底 の啝内断Ifriを閥 ２に 示す。
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図 ２ 區留 点 の 東西 地 形 断 而 。143 °E を 基 準 とす る

Fig. ２ Ｃrｏｓｓ ｓｃｃｌｉＱｎ ｏｆ easl to wesl based  on  143° E.

Stａtｉｏｎ-Ａ（図 ２の下）は，淘溝紬に近い傾斜約7-7.5 °

の急斜ｉ で, Slation-B  fl図 ２の上） はそのｔ 自』約80

km で，陸側斜面のほぽ中 間に広がる東西鰛約2km の

テラスの中央に位置する。このテラスは，場所によ って

はやや碓地を形成している。Stａtｉｏｎ-Ｂから Ａにかけ

て海溝軸は韵10km 程丙にずれ。淘満紬に近い陸II』斜

而の勾配が急にな。ていることがわかる。

３．観測結果

３． １　流向・瀘遠の特詮

1りられた流れの ステ４ツクダイアグラムを閥 ３に，溘

向・流速の頻度分布を図 ４に示す。 閃３によると，各親

渊点で|仙1･1きの流れが卓越しており，」ﾋ向 きの流れかみ

られ るのは まれで ある。 年間 の傾向 として は，３月

（･125-455 L:|）ごろ南|;llきの流れが特に強く，１月から5

jl（160-515 囗）にかけて流れが弱 まっている。時々，

ほ ら れ る 北1111き の流 れ は。 南|;jlきに 比 べ 弱 い。

Station 一八のデータから. Stalion-B の係留系は，南|;･】

きの流れが･3越しているll鬪に設置されていることがわ

かる。

閥４の頻度分布･によると，Slalion- Ａの流11･|はほぼ

海溝陸側斜1111にヽni な190 °～210 °の鹵|刺襾 方向|戊分が

φ 越 廴てお り｡200 °に顕 著な ピ ー クが 見ら れ る。

Slalion 癶の流滷については４ｃｍ,‘ｓｅｃにピ ークが兇ら

ll. 全lljl』1』のｆ 均流通は3.99cmys ｅｃで。 最 人流速は
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闊 ３ 流 れ の ス チ 彳 ッ ク ダ イ ア ダ ラ ム。1991 年 １ 月｜[| を 基

申 と す る。Station-A : 1994 年10 月 ２４Ｈ ～1995 年 ７

月26  n, 係 留 深 度5,755moSlali ・n- Ｂ: 19951r3J11

H ～1995 年 ３ 月24 El. 係 留 深 度4.185m  (Bl>｡4,219m

(B2)

Fia.  3 Stick plots 01 current velocity oblajned rr ｏ闥

Slalion-A ａｎｄ B.  Dala ｏｌ Slalion-A cblaiied

from ２４ October  1994 10 26 J ｕly 1985 al a depth or

5,755m. Ｄａｌａ oi Station-B ｃｂｌｉｉｎｅｄ from ４ March

】S95 tｏ ２４ Ｍａrc1 1995 at depths of 4.185m gBll and

4.219m{B2}｡

15jgcm/ ｓec で あ っ た 。 図 中 Ｏｃｍy ｓｅｃ に 見 ら れ る ピ ー

ク は ， 流 通,l l･ (Aanderaa,  RCM-8) の 最 小 測 定 洫 通 が

2.5cm/sec で あ る た め ， そ れ 以 ド の 微 小 流 通 が す べ て ０

に な
り て

し ま う こ と に よ る 。

Station-B の 海 底｡ 匕35m で はStalion-A と ほ ぽ|司 様

に220 りJ･｢;llが 呶 越 し て い る 。 流 速 の ピ ー ク は ８ｃｍy ｓｅｃ

に み ら れ る 。 平 均 流 速 は ，10.2jcm/s ｃｃ で ， 雌 人 流 速

は,  22.26cm/sOC で あ る 。 海 唯| 肖,り こつ い て は210 °に

ピ ー ク が 見 ら れ る が ， 海 底 上35m に 比 べ る と,  130 °～

160  °力･1叩 こ も 若 Ｆ の･F 越 が 訟 め ら れ る 。 こ れ は ， ゛1初 ，

７ レ ー ム 等 の 影 響 に よ る 片 寄 り の1･j 能 件 も 考 え ら れ た

か ， 同 じ 構 成 の 係 留 系 を 川 い て 火 施 さ れ た 駿 河 ト ラ フ 底

の 底 川 流 観 測(M11 ｓｕｚａｗａ Ｓ ａｌ｡1993) に お い て は 。 こ

の よ う な 片 寄 り はla ら れ ず 。 装I'ａ の 特 性 に よ る も の で は

な い こ と が 裏f ヽIIけ ら れ る 。 流 通 の ヒI－ ク は5 ～7cm/sec

に 兒 ら れ る｡ 海 底II'jl llに お け る ヽl;･均 流 速 は｡7.25cm  /

｡･耀

狄14 湎|;･l・ 滷 滷 の頻 峻 分41

Fig.･1111sl,IMj･cims ･, ｈ･ｕj･|･･111 direl･11･Ill ｡11d spued.
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sｅｃ で， 最 大 流 速 は ，20.69cmy ｓｅｃ で あ る 。 ま た ， 洵 吹

上35m の 流 通 頻 度 分 布 か 正 眤 分 布 に 近 い 形 状 で あ る の

に 対 し ， 海 底 戚 上 で は 流 遠 の 低 い 方 に 片 寄 っ て い る。

３． ２　 流 れ の 変 動 エ ネ ル ギ ーに つ い て

EI周 期 以 上 の変 動 成 分 を 長 周 期 成 分 ． Ｈ 周 則 以 下 の 変

動 成 分 を 短 周 期 成 分 と し ， そ の麦 勁 エ ネル ギ ーに つ い て

調 べ た。

’流 速 の時 間 変 動 Ｕ （ｕ,ｖ） を

Ｕ ＝9-l･ Ｕｏ Ｕ･

で あ ら わ す。U （ｕ,ｖ） に お け る ｕ は 東 丙 成 分 で 東向 き

を 正 と し，ｖ は 南 北 成 分 で 北向 き を 正 と す る。Ｕ は 全 則

間 の 平 均 流 魂 ， Ｕ は26 時 間 の 移 動 平 均 ， Ｕ’は251SI:11

以 下 の 変 動 成 分 を 表 わ す 。

Ｕ の 分 散 は 全 変 動 エ ネ ル ギ ー(Variance),  U の 分 倣

は25 時 圖 以 上 の 長 周 期 変 動 エ ネ ル ギ ー （Ｌ.P.Ｖ.:LQ ｗ

passed variance)  , U' の 分 散 は25 時 間 以 下 の越 動 エ

ネ ル ギ ー ｛Ｈ.Ｐ.Ｖ.；｝ligh passed variance) を 裘 わ す 。

ま た， 表Ilj，Ｌ.Ｐ.Ｖ.’.Ｈ.Ｐ.Ｖ.‘ は ， そ れ ぞ れ の 全 変 動 エ

表 １ Stalion-A,  D におけ る 平均挽 泌及び各変動エ ネルギー

Table ｌ Mean speed and variances of Stalion-A and Ｂ.

Mean

(citl/scc)

Variance

(cm/scc)2

H.P.V.

(cm/scc)J

L.P.V.

(cm/sec)'

H.P.V.* L.P.V.'

Stalion-A

lotal component 3.9? 8.21 1.08 7.43 0.13 0.91

tKomponent ･1.19 1.20 0  51 0.78 0.42 0.64

v≫componem -3.53 9.09 0.99 S.39 0.11 0.92

S(ation*Bl

total component 10.21 17.24 J 2.28 10.29 0.7t 0.60

u-componciu -5 06 21.81 17.69 8.03 O.si 0.37

v-componeiu -7.44 18.72 14.47 7.61 0.77 0.4!

Stelion*B2

loial componcnl 7.25 10.55 7 52 5.68 074 0.54

^component ･2.53 14.76 13.46 3.84 0.91 0.26

v-componcm -5.SS 10.90 7.40 5.42 0.68 0.50

H.P.V.:Highi 驚鰛肺dv ｓｉａＸｌｃｌ ｏr25 10 ｕ｢.

Ｌ.P.Ｖ.;Lo ｗ passed りarianaof25110 ｕ｢.

H.P.V.*:High  paseed  variance  nor・alizcd by ｖａｆｉａｎｃｅ(Ｈ.P.Ｖ.yＶａrｉａｌｃｅ).

Ｌ.Ｐ.Ｖ.‘:Lo ｗpas ｓ,χlｖ㎡lance ・lovmatized by v ｓｉａｎｃｔ(LP. Ｖ.yＶａri節cｔ).

u-componcnl: 東 西 成 分 、 東 向 き がi 二.

ｙ-ｃｏｍｐｏｎｃ１１:南 北 成 分 、 北 向 き が 正 ．
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ネ ル ギ ーに 対 す る 割 合 を 示 し た 値 であ る。

そ の 結 災 を 表 １に 示ｔ た。Station-A に お い て は ，

変 動 エ ネ ル ギ ーはｉ 西成 分 よ り 南 北 成 分 の方 が 大 き い こ

と が わ か る。 た だ，Ｈ,P.Ｖ. がLP. Ｖ.に 比 ぺ 小 さい のは ，

サ ン プ リ ン グ 間 隔 がGO 分 と 長 い た め で， こ の た め サ ン

プ り ンダ「UI隔 の異 な るSt ａtｉｏｎ－B の Ｈ.Ｐ.Ｖ. とは 単 純 に

比 較 す る こ と は で きな い。

３． ３　 流 れ の 変 動 周 期 に つい て

流 れ の 変 動 周 期 を 調 べ る た め に. FFT に よ る ス ペ ク

ト ル解 析 を 行･5 た。 図 ５ にStation-A に お い て 得 ら れ

た 結 果 を 示 す。 長 周 期 の 変 動 に つ い ては 。 東 西， 南北 成

分 具 に 約138 日 周 瑚 （ 図 中 ，8jl ｘlO‘IH ｘ） に ピ ー ク

が 現 れ てい る が， その 他 に 卓 越 し た変 動 周 期 は認 め ら れ

な い 。 日周 期 以 下 の 変 動 周 期に つ い ては 。|剩北 成 分 では

12.42 時 間 と23.93 時 間 に ， 東 西 成 分 に つい て は1242 時

間 に 顕 著 な ピ ー クが 認 めら れ る。 こ れ は ， そ れ ぞ れ， 潮

汐 に よ る 変 動 周 期 のM2 成 分，KI 成 分 に 一 致 し て お り 。

糊 汐 に よ る 変 動 が 顕 著 であ る こ と か わ か る。



図5 St ａtｉｏｎ-Ａ に お け る成 分 流 通 の スペ ク ト ル 解 折結 哄

Fig.  5 Ｓｐｅｃtrａ ｏr ｕ ａｎｄ v components ｏr current a1 SUilion-A.

ｓtａtｉｏｎ-Ｂにおけるスペク ｝ルを図 ６に示す。 長周期

の変動としては，上下哂の各成分に6.31ﾖ 周期にピーク

が認められるが， それより短い周JI としては，上層の ｕ

及び下哂の各成分で12,39 時|司同 飢 上層のｖ成 分で

12.73時尚 周期の変動 が存在している。 これらは， いず

れもMI 潮に起閃した変動であ ると考えられる。

３． ４　濁度の変動及び海底堆積勧の移動

Slatioll-B において得られた匐度及び流遮変動の211S

闢の移助平均を図 ７に示す。係留部における濁度の平均

は0.４５ｐｐｍ， 海底 設iR 部にお ける 濁度 の嘔均 は0.59

ppm であ る。437H. 4431 亅付近でそれぞれ， 濁殴の上

舁が見られるが， その変化は海底に近いゐ･が人きい。 詢

度の 上舁と海唯流通の|咄系について，定ja的な閼係はlg

られなか ったが，定捫ﾐ的 には海底における流通が約10

cm/see を超えると両度の」･･｡昇が見られるようであ る。

海底における流il と濁度の変動の相!i扣I掲関数を図 ８に

示す。これによると， 両度の変動と流速の変動のISljには

時罰丿的なずれはほとんど,詔めらない。 さらに， ビデオカ

メラの映像より，この付近の向底の表肝は泥で嵋われて

おり，潟喫の.IJ･ がみられた時には向底の堆耕物が涜れ

により剥離されている様ｒが捕えられている。このこと

より，高脱|斐時に而底近傍を移動する物貿は， 海底より

舞いllが･j た堆積物であることが確認できた。

濁度と流れのデータより求めた物質の移動ja を;122に

示す。 移助する物質 のほとんどは， 上層下層 共，|匆｢i･l

き， 西|rjlきに移助していることがわかる。 海底Ilｔﾋ の方

が， 上層より濁度が高いにもかかわらず，1ji の流速が

遖いため移動llは 上層の方がやや商い。 企収支より物質

の移動は，流れの｢;l｣きとよく一致Ｌており， ほぼ海溝軸

に沿うて南南西力|;･jに，１㎡１ たりの断ぼliをとお してI

lj 当たり， 淘底付近では3.19 ㎏ ， 淘瞭上3511,では3.54

kg の移動が1311 られる。

４． 考　　 察

４． １　 流 れ の 変 動 エ ネ ル ギ ー

淘・I,'i上 に お け る 流 れ の 変 動 エ ネ ル ギ ーに 関 し て ， 表

１よ り Ｓtalioll-Ｂ の デ ー タの ど の 変 動 エ ネ ル ギ ーを 見 て

も， 上 酒 釧 の デ ー タの11Qが 人 き く ， 海 峡lal こよ り 海 底 上

35m の 方 が 乱 れ が 人 き い こ と を 示 し て い る。 こ れ は ，

海 底|戉|･｡の 流 れ が ， 海 底 の 摩 擦 に よ る 粘 性 の 効 果 に よ

り ， そ の 凡 れ が 抑 制 さ れ て い る こ と を 示 し て い る 。 ま

た， す べ て の 変 動 エ ネル ギ ーにMIL て ，|旬北 成 分 よ り 東

内 成 分 の 変 動 エ ネル ギ ー が 人 き く ， 東 西 に 人 き な 変 勤 を

伴 っ た|●jlrjlき の 硫 れ であ る こ と が わ か る｡

４ ． ２　 濁 度 分 布

海 底 に お け る 物?1 の 移 動 にｰ ﾊﾞ ヽて ビ デ オ』由i像 を Ｑ る か

JAMSTEC  J. Deep ｓｇａ Ｒｅｓ.｡12 !1996)



図6 Slillioll B に おIIIる|む) 湎 遖 の スペ クトJﾚ 竹 析&I以

Iり.6 SI) ｅt･11･ａ tlhl alld 丶･c01111ｘ)11cnls ｏrcIII･ｎ･111 111 Slilli･sll B.
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閃 ８ 前底11‘i l二(Slali ㎝ Ｂ） に おけ る 鴻 度 と 流 遠 の 相 町11111SI 数

Fix.  8  Ci『ｑｓｓ ｃｏｒrｅｌａtiol･ between turbidity and current speed ａ１ Ｓtalioi 112 ，

ぎり，海底の璢積勧 が剥雜されるのは， 流れがI  Ocm/

ｓｃｃを超えるあたりからで。それにより海底近傍に高濁

唆洲か彫成される｡

剥離した堆納物の鉛11'{分布gこ|刪しては，

Ｃ ，Ｃrｅ卩y/yr ｃＯ Ｉ'

ｇ

に よ り り え ら れ る こ と が ， 実 験 的 に 確 か め ら れ て
い る

(AIIcn.1985) 。

Ｃ は ， 濁 度( 濃 度j.CIlel は あ る 高 さ で の 濁 度
， ｙ は

海 底 か ら の 品 さ 。 α は 係 数 で あ る 。 向 底ll l m 収 び 向 岐

|･35111 に お け る 鮒 度 値 に よ り ａ を 求 め る こ と か で き
る 。

JAMSTEC ｊ. Ｄｅｅ卩Se ● Ｒａｓ.｡12 11916j



表 ２ 各 成 分 に 直 交 す る 単 位 而 積 （lm2 ） を ｜【1当 た り に 通 過

す る 堆 暁勧 の 移 動la

Table  2 Transportation weight （kg ）ｏr ｓｅｄｉｍｅｎt ｏr oach

ｃｏｍｐｏｎｅｎt through Ims pcr ｄａy･

これにより。定常状態と高濁度状態の濁度の鉛|鹵分布を

SI･算した結果を図 ９に示す。定常状態においては， 濁度

は海底直上で大きく減少し，海底上20m 付近 からほぽ

ー定になる。こ れに対し高濁度状態では，濁度は淘底上

20m 付近までに大きく減少し｡40m を超すあ たりから

ほぽ 一定になる。 高濁度捫の駟厚は，火際には流速変動

や堆禎物の粒径等により変化するものと思われるが， 閃

９より30-50m 程度であると推測される。

４． ３　海溝域における深岡流循環

今回の観測で日本而溝の陸側斜面の海底直上において

も，深層丙岸塊界流と見られる流れの存在が陂かめられ

たが，淘満紬を挟んで海鯏斜ii上においては，反対方It']

の北向 きの流 れの存在が示唆されている。11allock ら

(1995) は， 測流結巣を基に，11 本海淘を挟んで海ll』に

は北1111きの流れが， また陸ll』には南向 きの流れが存在

廴，これが千島・カムチャツカ海溝，アり，－シャン海

溝とつながる人きな深・ 流の循環の存在を示唆した。

北人丙洋における丙岸境 界流の存在はStommcl ら

(1960) により示され， はやくからその存在が確かめら

れている。 しかしながら，北人丙洋においては，深層境

界流の海側におけ る反対方｢匈の流れは,認められていな

い。 北太平洋の海溝海llljのjﾋ|;j｣きの流れが。定常的 なも

のであると仮定した場合。 この逮いは，北Å･|り羊にある

海涓の存在という地形的な影響による ものと考えられ

る。 さらに，陟ｉ ・小笠|東而溝の北部においても｢,Xl棟の

傾|;j｣が昆られることが， 東京人学海洋句|究I沂の観測によ

り報告されている。これら過去の観測より，北Å･|り亂|ﾋ

郎から西部にかけてｰ) らなる海溝においては， 海溝の

陸，あるいは鳥弧仰|斜lniに沿･,てli 時』|･川l) の濠層境外

洫が7μ1:l..fj}φ ｂ等咄ii 潟さらには。･冫11 7 ナ海溝を

図 ９ 濁 度 の鉛 心 分 布

Fig.9 Vertical distribution ｏｆ turbidity.  Solid line

indicat ｅｓ ｓleady state. dQtled line indicale ｓ high-

turbid state.

まで達し，それと口規模の海溝軸を狄んで反対方向の流

れが存在しているものと推察される。

５．ま　 と　め

今回の観測結集を以下にまとめる。

川 八戸～宮古沖の日本海海陸側斜面においては，ほ

ぼ定常的に海溝輪に沿った南～南南西の流れが存在し，

変動としては，Ｍ,潮が卓越しており，艮朋的な変動は

捕えられなかうた。

121 海底付近の流れの鉛||'{分 布については， 海底上

35m のみが， 海底ilX上より も平均流速が人きく， 乱れ

強度も闘いことが確かめられた。

{3} 流れと両度の変動より，lml･1 日当たり淘底直

上では3 』9kg， 海底上351n では3.54  kg の勧質が海渦

紬に汨･，てlil苅丙【ijlきに移動することがほ扣られた。

{41 退去の槻測結眼及び報告より。北太平洋の海溝周

辺においては。海溝陸側あるいは鳥帆側斜li 上には海鴻

蚰に沿-, た反時計周りの深層境界流が存在し， 海溝紬を

挾んで海側斜面には反対方向( 時計周り) の液れが存在

していることが示唆される。
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ものである。

引 用 文 献

Allen. J. Ｒ. Ｌ.11985}:　Principles of Physical

Sedimentology. George Ａｌｌｅｎ &  Unwin Ltd..

London,  272pp.

Ｇｒadie ，J. ａｎｄ C.  Tedesco  (1982):  Low-Frequency

Eddy Kinetic Energy Spectrum in the Deep

Western Ｎｏｒth Pacific. Science.  216  (25). 1407-

140a

Hollister,  CD.  and  I.N. McCave  (1984):Sedimentation

under deep-sea ｓtｏrｍｓ. Nature, 309(5965) ，220-

225.

Hallcck,  Z.R.  and ＷＪ.Ｔｅａｇｕｅ{19953:Evidence r ｏｒａ

Ｎｏrtｈ Pacific Ｄｅｅｐ Western Boundary Current.

NRL-SSC Contribution No.  JA7332-9S-0049.

堀 内 一 穂 一門 馬 大 和 ・ 満 澤 巨 彦 ・ 藤 岡 換 太 郎(1993):

Ｗ

日 本 海 辺 海 側 斜 面 に お け る ナ マ コ と 底 層 流 ． し ん か

い シ ン ポ ジ ウ ム 報 告 書,  9.  41-48.

Mitsuzawa,  K.,  H.  Momma.  M.  Fukasawa and Ｈ.

ＨｏＵａ Ｃ星993}:Obs ｅｒｖａtｉｏｎ of Ｄｅｅｐ Soa Current

and Ｃｈａｎｇｅ of Bottom Shapes in 竜he Suruga

Trough.  Oceans  '93 Proceedings, 3. 149-154.

Schmitz, Ｗ.J.J ｒ.,P.P.Niiler ａｎｄ Ｃ Ｊ. Ｋｏｂｌｉｎｓk ｙ μ987J

:Two-Year Moored Instrument Results Along

154 °£. Journal ｏｆ Geophysical Research, 92(C101.

10826-10834.

Stommel,  H.  and A. Ｂ. Ａｒｏｎs( χ960): Ｏｎ the abyssal

circulation of the ｗｏr 】ｄ ｏｃｅａｎ-|.Slat ｉｏｌａrｙ ｐｌａｎ･

etary flow patterns on a sphere.  Deep-Sea Ｒｅ･

search.  6.140-254.

平 啓 介(1987): 淘 辺 の 底 哺 流 の 直 接 湊』定 一 海 洋 物 即

学 の 最 近 の 話 皿 地 学 雑 誌 ，96.15-20.

Warren, B.A. and WB. Owens {1985}:Some Ｐrelimi･

nary Results Concerning Ｏｃｅｐ Northern-Bound･

ａｒy Currents in the North Pacific. Progress in

Oceanography.  14.  537-551.

Warren,  B.A.  and W.U.  Owens  (1988):Deep  Currents

in the Central Subarctic Pacific Ocean.  Journal  of

Physical Oceanography, 18,529-551.

(原稿受理:j996年7JD2 日)

JAMSTEC J. Ｄｅｅｐ Ｓ●ａ Res.,  12 11996 ）


	日本海溝陸側斜面における底層流・濁度の変動特性
	1．はじめに
	2．観測
	3．観測結果
	3-1．流向・流速の特性
	3-2．流れの変動エネルギーについて
	3-3．流れの変動周期について
	3-4．濁度の変動及び海底堆積物の移動

	4．考察
	4-1．流れの変動エネルギー
	4-2．濁度分布
	4-3．海溝域における深層流循環

	5．まとめ
	謝辞
	引用文献 




